
【本校キャッチフレーズ】 『気づき，学び，思いやり，互いに高め合う中央中』

い の ち を 想 い ， 未 来 へ 歩 き 始 め る 春 に

校長 飯隈 和彦

平成23年3月11日。
今から1５年前，東北地方を中心に未曾有の大地震と大津波

が発生し，2万人を超える尊い命が失われ，多くの方々が今なお
深い傷を抱えながら歩んでおられます。
追悼の日に流れる映像や新聞記事には，一瞬にして家族を

失った方々の深い悲しみが語られています。
突然の災害により，何が起きたのかも分からないままこの世

を去られた方々の無念さ，そして残された人々が歩んできた長い
苦しみを思うと，胸が締めつけられます。
多くの尊い命が失われたこの出来事は，今ある命が「当たり

前ではない」ことを私たちに教えてくれます。
「命」は，先祖から受け継がれてきた大切な「継がれた命」です。
まずは自分自身を大切にすることこそが，何よりの親孝行だと感じます。
詩人・ナカムラミツルさんは，「もっとも簡単にできる親孝行とは，自分を大切にすること」と語って

います。
子どもが成長し，自立していくのと同じように，親も少しずつ「子離れ」をしていきます。
しかし，中学生になっても，大学生になっても，結婚して親になっても，子どもは親にとっていつま

でも「我が子」です。
一方で，子どもは親を喜ばせようと，さまざまな形で「親孝行」をしようとします。
それはとても素敵なことですが，もしその頑張りが行き過ぎて，体や心を壊してしまったら，親にと

ってこれほど悲しいことはありません。
親が一番願っているのは，あなたが幸せでいること，あなたが健康でいること，そして，あなたが

あなたらしく生きていることであり，難しいことをする必要はありません。
まずは，自分を大切にすること。
それだけで十分な親孝行なのです。
もし壁にぶつかり，頼る場所も見つからず，自分を責めてしまいそうになったときは，一度でいい

ので思い出してください。
親は，いつもあなたのことを真っ先に想っているということを。
たとえ離れていても，たとえこの世にいなくても，その思いは変わりません。
親は，どんなときでも，私たちを支え続けてくれる大切な存在なのです。

さて，いよいよ３月１１日（水），第１５回卒業式を迎えます。
中央中学校で出会った多くの仲間は，これからの人生において大きな支えとなることでしょう。
仲間の存在は，刺激となり，活力となり，不安を自信へと変えてくれます。
皆さんが「この仲間に出会えたからこそ，自分を高めることができた」と思える日が必ず訪れると

信じています。
多くの人々に支えられた中央中学校で義務教育課程の修了を迎える３年生５８人の皆さん，卒

業おめでとうございます。
中央中学校に親しみ，学び，鍛えた３年間に自信と誇りをもち，新たなステージから見る景色を

思い描きながら，自立への一歩を力強く歩み出してください。
そしていつか，１０年後，２０年後，またその先において，母校・中央中学校の卒業生として，かけ

がえのない仲間や先生方と再会できる日を楽しみにしています。
地域の皆様，保護者の皆様をはじめ，多くの方々から卒業生ならびに本校に寄せられた温かい

ご支援に，心より感謝申し上げます。

屋久島町立中央中学校
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１月30日(金)の全校朝会で，生徒会役員 ２月14日（土）に３事業所から講師の方

が中心となり，朝食を摂ることや，栄養の をお招きし，｢働く｣ことを主体的に考え，

バランスを考えることの大切さを，劇やプ よりよい職業観をもつことを目的に，職業

レゼンで発表してくれました。生徒は興味 に関する講話がありました。３年生で実施

をもって発表を聞いていました。 される職場体験学習の事前学習として 「働，

く」ことについて深く考える機会になりま

した。

【 】講話をされた事業所

・徳洲会病院

・中島タタミ店

・スタジオワザハナ

(敬称略)

２月19日(木)に本年度最後の授業参観・

学年ＰＴＡを行いました。ＰＴＡでは１年

間の振り返りと次年度に向けての説明をし ２月からこども家庭庁が，青少年を対象

ました。多くの保護者の皆様の御参加，あ にスマホやＳＮＳ等を正しく利活用するた

りがとうございました。 めの啓発活動を展開しています。青少年が

インターネット利用に起因する犯罪やトラ

ブルに巻き込まれることを防止し，スマー

トフォンやＳＮＳ等を安全・安心に利用で

， ， ，きるよう フィルタリング 時間管理機能

課金制限機能等のペアレンタルコントロー

ル機能の利用促進や家庭内ルールづくりの

促進，インターネットを適切に活用する能

力の向上を目的とし●「レクリエーションの森」小･中学生作文展

ています。この機会最優秀賞 (3年)計屋 一輝

にご家庭でも親子で優 秀 賞 (2年)寺田 昊賢

話題にしてほしいと奨 励 賞 (2年)小山 綜介

思います。(3年)松竹 純玲，吉原 千晴

中央中学校学 校 賞

町「届けよう！ありがとうのはがき」コンテスト入賞者●

２日(月) ＰＴＡ生活部登校指導優秀賞 (２年)花木 みのり

４日(水) 公立高校入試(～５日)入 選 (１年)石毛 さくら，松本 ゆら

６日(金) クラスマッチ(２年)浜田 希空

９日(月) 卒業作業(３年)● 春の祭典（合唱録音審査）

11日(水) 第15回 卒業式銅 賞 2年１組

12日(木) 公立高校合格発表「Soranji」

【講評】 18日(水) 生徒会専門部会とても難しい曲を立派に歌っていました。皆

24日(火) 愛校作業(１･２年)さんの想いもしっかり伝わりました。合唱はハーモニー

25日(水) 修了式，離任式(10:50予定)です。この美しさを追求できるとさらによくなると思い

ＰＴＡ送別会ます。これからも楽しみながら歌い続けてください。


